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中
国
研
究
集
刊 

闕
号
（
総
五
十
八
号
）
平
成
二
十
六
年
六
月　

一
五
五
︱
一
六
四
頁

新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要（
十
二
）

椛
島
雅
弘

　

本
提
要
は
、『
中
国
研
究
集
刊
』
崗
号
（
総
五
十
四
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
一
）」
の
続
編
で

あ
る
。
今
回
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
に
発
行
さ

れ
た
も
の
を
中
心
と
し
た
。
以
下
、「
原
釈
文
」「
研
究
書
（
中
文

書
）」「
研
究
書
（
和
書
）」
の
三
つ
に
分
類
す
る
。

原
釈
文

『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
〔
貳
〕』（
朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編
、
上

海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
、
一
九
六
頁
（
別
冊
拡
大

図
版
五
十
八
頁
）、
縦
組
繁
体
字
（
附
録
「
放
大
本
」
の
み
横

組
））

　

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
（
岳
麓
秦
簡
）
の
図
版
と
釈
文
と
を
収
載
し

た
書
。
本
書
は
そ
の
第
二
分
冊
に
あ
た
る
。
原
寸
大
カ
ラ
ー
図
版

と
原
寸
大
赤
外
線
図
版
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ラ
ー
図

版
に
は
、
各
竹
簡
の
正
面
画
像
と
釈
文
が
、
赤
外
線
図
版
に
は
、

各
竹
簡
の
正
面
・
背
面
画
像
と
釈
文
・
注
釈
が
そ
れ
ぞ
れ
附
さ
れ

て
い
る
。

　

本
書
に
は
、『
数
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
数
』
は
計
二
三
六

簡
（
そ
の
他
、
十
八
枚
の
残
簡
あ
り
。）
原
釈
文
者
は
蕭
燦
氏
。

完
簡
の
長
さ
は
約
二
十
七
・
五
セ
ン
チ
、
幅
約
〇
・
五
～
〇
・
六

セ
ン
チ
。
三
道
編
綫
。『
数
』
に
は
、「
租
税
類
算
題
」「
面
積
類

算
題
」「
営
軍
之
術
」「
合
分
与
余
分
」「
衡
制
」「
穀
物
換
算
類
算

題
」「
衰
分
類
算
題
」「
少
広
類
算
題
」「
体
積
類
算
題
」「
贏
不
足

類
算
題
」「
句
股
算
題
」
等
に
関
す
る
記
述
が
存
在
す
る
。

　
『
数
』
の
成
立
年
代
の
下
限
は
、
同
時
に
出
土
し
た
『
為
獄
等

状
四
種
』（
第
三
分
冊
に
収
録
）
の
判
例
記
録
か
ら
、
秦
の
始
皇
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帝
三
十
五
年
（
紀
元
前
二
一
二
年
）
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。『
数
』

の
算
題
の
中
に
は
、『
数
』
特
有
の
も
の
や
、
張
家
山
漢
簡
『
算

数
書
』
や
『
九
章
算
術
』
に
も
見
え
る
算
題
が
含
ま
れ
る
。

　
『
数
』
の
発
見
は
、
中
国
古
代
に
お
け
る
数
学
を
明
ら
か
に
す

る
手
が
か
り
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
特
に
秦
代
に
用
い
ら
れ
た

実
用
的
算
術
法
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
を
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
秦
代
の
政
治
、
経
済
、
法
律
、
軍
事
等
に
関
す

る
研
究
を
進
め
る
上
で
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
書
の
巻
末
に
は
、『
数
』
の
釈
文
の
み
を
連
続
筆
写

し
た
「
釈
文
連
読
本
」、
本
書
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
Ｌ
」「
ａ
」

な
ど
の
記
号
に
つ
い
て
解
説
し
た
「《
数
》
簡
的
表
徴
測
量
示
意

図
及
説
明
」、
各
竹
簡
の
形
制
を
ま
と
め
た
「
各
枚
簡
的
表
徴
測

量
拠
及
字
数
記
録
表
」、
整
理
前
の
竹
簡
状
況
の
写
真
・
竹
簡
配

列
図
を
掲
載
し
た
「《
数
》
簡
掲
取
前
的
簡
序
位
置
図
」
が
見
え

る
。
ま
た
、
別
冊
と
し
て
拡
大
図
版
が
附
さ
れ
て
い
る
。

『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
〔
参
〕』（
朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編
、
上

海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
六
月
、
三
五
八
頁
（
別
冊
拡
大
図

版
六
十
四
頁
）、
縦
組
繁
体
字
（
附
録
「
放
大
本
」
の
み
横
組
））

　

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
（
岳
麓
秦
簡
）
の
図
版
と
釈
文
と
を
収
載
し

た
書
。
本
書
は
そ
の
第
三
分
冊
に
あ
た
る
。
原
寸
大
カ
ラ
ー
図
版

と
原
寸
大
赤
外
線
図
版
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ラ
ー
図

版
に
は
、
各
竹
簡
の
正
面
画
像
と
釈
文
が
、
赤
外
線
図
版
に
は
、

各
竹
簡
の
正
面
・
背
面
画
像
と
釈
文
・
注
釈
が
そ
れ
ぞ
れ
附
さ
れ

て
い
る
。

　

整
理
者
は
陶
安
氏
。
本
書
に
は
竹
簡
の
他
、
木
簡
が
含
ま
れ
、

主
に
秦
王
政
（
始
皇
帝
）
時
代
の
司
法
文
書
が
収
め
ら
れ
る
。
本

書
所
収
の
秦
簡
は
、
内
容
・
材
質
・
書
体
か
ら
四
つ
に
分
類
さ

れ
、
原
書
の
標
題
で
あ
る
「
為
獄
え
状
」
に
拠
っ
て
『
為
獄
等
状

四
種
』
と
命
名
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
他
「
待
考
残
簡
」
を
含
め

て
、
計
五
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
全
二
五
二
簡
（
綴
合
後
の
竹
簡
・

木
簡
も
含
む
）。

　

第
一
類
は
、
計
一
三
六
枚
、
全
体
の
二
分
の
一
以
上
を
占
め

る
。
材
質
は
竹
で
、
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
簡
長
は

二
十
七
・
四
～
二
十
七
・
五
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
六
～
〇
・
七
セ
ン

チ
、
三
道
編
綫
。
竹
簡
に
は
、
竹
簡
中
央
の
墨
点
、
竹
簡
右
側
の

墨
鉤
、
計
二
種
類
の
句
読
点
が
使
用
さ
れ
る
。
書
風
は
ほ
ぼ
一
致

し
て
お
り
、
同
一
人
物
が
筆
写
し
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
内
容

は
、「
癸
・
瑣
相
移
謀
購
案
」「
尸
等
捕
盗
疑
購
案
」「
猩
・
敞
知

盗
分
贓
案
」「
芮
盗
売
公
列
地
案
」「
多
小
未
能
与
謀
案
」「
曁
過

誤
失
坐
官
案
」「
識
劫
搜
案
」
の
七
種
に
分
類
さ
れ
る
。
年
代
が

明
ら
か
な
判
例
は
、
す
べ
て
秦
王
政
十
八
年
か
ら
二
十
五
年
の
間
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の
も
の
で
あ
り
、
秦
が
中
華
統
一
す
る
以
前
に
書
写
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

第
二
類
は
、
計
七
十
三
枚
、
材
質
は
竹
で
、
保
存
状
態
は
残
簡

が
多
く
あ
ま
り
良
好
で
は
な
い
。
簡
長
は
、
約
二
十
五
セ
ン
チ
、

幅
〇
・
五
～
〇
・
六
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
。
第
二
類
の
竹
簡
形
制

や
書
風
が
、
第
一
類
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
人

物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
内
容
は
、「
毒
・

頑
刑
殺
人
等
案
」「
同
・
顕
盗
殺
人
案
」「
お
盗
殺
安
・
宜
等
案
」

「
得
之
強
与
棄
妻
奸
案
」「
田
与
市
和
奸
案
」「
善
等
去
作
所
案
」

の
六
種
に
分
類
さ
れ
る
。
年
代
が
明
ら
か
な
判
例
を
見
る
と
、
秦

が
中
華
統
一
す
る
以
前
の
も
の
と
統
一
後
の
も
の
が
混
在
す
る

が
、
い
ず
れ
も
嬴
政
の
在
位
期
間
に
成
立
し
た
も
の
だ
と
推
測
さ

れ
る
。

　

第
三
類
は
、
計
二
十
七
枚
、
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ

る
。
第
四
類
は
、
計
九
枚
、
保
存
状
態
は
あ
ま
り
良
好
で
は
な

い
。
両
類
の
簡
長
は
非
常
に
類
似
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
簡
長

は
約
二
十
二
・
九
セ
ン
チ
、
両
道
編
綫
。
し
か
し
、
両
類
の
材

質
・
幅
・
書
風
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

第
三
類
の
材
質
は
木
で
、
幅
約
〇
・
八
セ
ン
チ
、
書
風
は
粗
放

で
、
内
容
は
、「
学
為
偽
書
案
」
の
一
種
で
あ
る
。
判
例
記
録
に

よ
れ
ば
、
成
立
年
代
は
秦
王
政
二
十
二
年
で
あ
る
。
第
四
類
の
材

質
は
竹
で
、
幅
〇
・
六
セ
ン
チ
、
書
風
は
第
一
類
と
比
較
的
類
似

し
て
い
る
。
内
容
は
、「
綰
等
畏
耎
還
走
案
」
で
あ
る
。

　

第
五
類
は
、
計
七
枚
で
す
べ
て
残
簡
。
第
一
類
か
ら
第
四
類
ま

で
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
「
待
考
」
と
し
て
第
五

類
に
分
類
し
て
い
る
。

　
『
為
獄
等
状
四
種
』
は
、
し
ば
し
ば
張
家
山
漢
簡
『
奏
讞
書
』

と
類
似
す
る
内
容
を
含
み
、
両
者
の
継
承
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

　

な
お
、
本
書
の
巻
末
に
は
、
各
案
件
の
日
時
・
場
所
・
人
物
・

内
容
等
を
表
に
し
て
整
理
し
た
「
文
書
層
次
表
」、
そ
の
表
に
引

用
さ
れ
て
い
る
本
文
を
「
語
訳
」
し
た
も
の
、
竹
簡
の
背
面
写
真

や
、
整
理
前
の
竹
簡
状
況
の
写
真
・
竹
簡
配
列
図
、
各
竹
簡
の
形

制
を
ま
と
め
た
表
等
を
含
む
「
簡
序
験
証
資
料
」
が
見
え
る
。
ま

た
、
別
冊
と
し
て
拡
大
図
版
が
附
さ
れ
て
い
る
。

『
北
京
大
学
蔵
西
漢
楚
竹
書
（
貳
）』（
北
京
大
学
出
土
文
献

研
究
所
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
、
二
三
五

頁
、
縦
組
繁
体
字
）

　

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
北
大
漢
簡
）
の
図
版
（
写
真
版
）
と

釈
文
考
釈
と
を
収
載
し
た
書
。
全
約
三
三
〇
〇
簡
を
収
録
予
定

で
、
本
書
は
そ
の
第
二
分
冊
に
あ
た
る
。
図
版
は
、
合
計
七
分
冊

（
も
し
く
は
八
分
冊
）
に
分
け
て
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
第
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二
分
冊
に
は
『
老
子
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

北
大
漢
簡
『
老
子
』
の
整
理
者
は
韓
巍
氏
。
計
二
八
一
枚
、
う

ち
一
七
六
枚
が
完
簡
で
、
一
〇
五
枚
が
残
簡
で
あ
る
。
簡
長
は
三

十
一
・
九
～
三
十
二
・
二
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
八
～
〇
・
九
セ
ン

チ
、
三
道
編
綫
、
契
口
が
存
在
す
る
（
右
契
口
）。
満
写
簡
に
は

二
十
八
字
（
希
に
二
十
九
字
）
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
竹
簡

背
面
に
は
劃
痕
が
見
え
る
。
書
体
は
大
変
優
れ
て
お
り
、
前
漢
中

期
の
隷
書
体
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

竹
簡
の
欠
損
率
は
、
全
体
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
り
、
馬

王
堆
帛
書
『
老
子
』
甲
本
・
乙
本
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
に
比
べ

て
現
存
状
態
が
大
変
良
好
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
今
後
『
老
子
』
校

勘
は
も
ち
ろ
ん
、『
老
子
』
研
究
を
進
め
る
際
の
貴
重
な
資
料
に

な
る
と
さ
れ
る
。

　

北
大
漢
簡
『
老
子
』
は
、
上
下
二
篇
に
分
か
れ
て
い
る
。「
老

子
上
経
」「
老
子
下
経
」
の
篇
題
が
竹
簡
背
面
に
明
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
現
行
本
の
「
徳
経
」「
道
経
」
に
対
応
す
る
。
こ

れ
は
、
現
行
本
が
「
道
経
」「
徳
経
」
と
い
う
順
番
で
あ
る
の
と

は
逆
で
あ
る
。
ま
た
、馬
王
堆
乙
本
に
も
同
じ
現
象
（「
徳
」「
道
」

と
い
う
表
記
）
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
分
章
や
文
字
に
つ
い
て
も

各
本
と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　

な
お
巻
末
に
は
、
竹
簡
形
制
を
ま
と
め
た
「
西
漢
竹
書
《
老

子
》
竹
簡
一
覽
表
」、『
老
子
』
の
伝
世
本
・
北
京
本
を
含
め
た
出

土
本
を
章
ご
と
に
表
に
ま
と
め
た
「《
老
子
》
主
要
版
本
全
文
対

照
表
」、
北
京
本
『
老
子
』
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
し
た
「
西
漢

竹
書
《
老
子
》
的
文
本
特
徴
和
学
術
価
値
」、
竹
簡
背
面
に
存
在

す
る
劃
痕
に
つ
い
て
考
察
し
た
「
西
漢
竹
書
《
老
子
》
簡
背
劃
痕

的
初
歩
分
析
」
が
見
え
る
。
ま
た
、
北
京
本
『
老
子
』
の
全
体
図

（
両
面
）
を
表
す
別
冊
附
録
が
見
え
る
。

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
〔
肆
〕』（
清
華
大
学
出
土
文
献
研

究
与
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
三
年
十

二
月
、
二
〇
二
頁
、
縦
組
繁
体
字
）

　

清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
清
華
簡
）
の
図
版
と
釈
文
と
を
収
載

し
た
書
。
本
書
は
そ
の
第
四
分
冊
に
あ
た
る
。
上
下
二
冊
か
ら
な

り
、
上
冊
に
は
カ
ラ
ー
の
原
寸
大
図
版
・
拡
大
図
版
が
収
め
ら

れ
、
下
冊
に
は
釈
文
・
注
釈
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
、

『
筮
法
』『
別
卦
』『
算
表
』
の
三
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
筮
法
』
の
整
理
者
は
李
学
勤
氏
。
竹
簡
の
保
存
状
態
は
良
好

で
、
入
手
時
点
で
は
大
部
分
が
巻
か
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
簡
長

は
三
十
五
セ
ン
チ
、
計
六
十
三
枚
、
篇
題
は
無
く
、
内
容
か
ら

「
筮
法
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
竹
簡
正
面
下
部
に
配
列
番
号
が
、

竹
簡
背
面
に
劃
痕
が
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。
内
容
は
、
占
筮
の
原
理
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と
方
法
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、「
数
字
卦
」
に
よ
っ
て
表

れ
た
占
例
を
大
量
に
含
む
。
卦
を
数
字
で
表
す
と
い
う
形
式
は
、

天
星
観
楚
簡
・
包
山
楚
簡
・
新
蔡
葛
陵
楚
簡
に
見
え
る
占
筮
記
録

と
同
一
で
あ
る
。
釈
文
は
、
占
筮
の
内
容
ご
と
に
計
三
十
節
に
分

か
れ
て
い
る
。『
筮
法
』
の
文
字
は
分
欄
筆
写
（
竹
簡
の
下
ま
で

書
き
終
わ
ら
ず
に
次
の
竹
簡
に
書
写
す
る
形
式
）
さ
れ
、
ま
た
挿

絵
・
図
表
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
形
式
は
馬
王
堆
帛

書
に
類
似
す
る
。『
筮
法
』
は
、
先
秦
の
三
易
研
究
に
重
要
な
手

が
か
り
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
釈
文
の

後
に
「《
筮
法
》
掲
取
前
照
片
」「《
筮
法
》
掲
取
示
意
図
（
截
面
）」

「《
筮
法
》
掲
取
説
明
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。

　
『
別
卦
』
の
整
理
者
は
趙
平
安
氏
。
全
七
枚
、
簡
長
は
十
六
セ

ン
チ
、
幅
一
・
一
セ
ン
チ
、
両
道
編
綫
。
内
容
は
、
卦
象
と
卦
名

で
あ
り
、
一
簡
あ
た
り
八
つ
の
卦
名
が
見
え
、
合
計
で
六
十
四
卦

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。（
竹
簡
が
一
本
分
脱
し
て

い
る
た
め
、
現
存
す
る
の
は
五
十
六
卦
）
馬
王
堆
帛
書
『
周
易
』

と
同
一
系
統
か
ら
出
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
、
易
学
の
習
慣
に
基

づ
い
て
、
暫
定
的
に
『
別
卦
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。『
別
卦
』
は
、

『
周
易
』
の
卦
象
・
卦
名
・
卦
序
及
び
経
卦
の
変
容
に
つ
い
て
研

究
す
る
上
で
価
値
を
有
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
『
算
表
』
の
整
理
者
は
馮
立
昇
氏
。
計
二
十
一
枚
、
入
手
時
点

で
既
に
竹
簡
は
ま
と
ま
っ
た
状
態
で
は
な
く
、
整
理
者
が
形
制
・

内
容
に
よ
っ
て
再
配
列
を
行
い
、
整
え
ら
れ
た
。
篇
題
は
無
く
、

内
容
と
機
能
か
ら
「
算
表
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
簡
長
は
四
十

三
・
五
～
四
十
三
・
七
セ
ン
チ
、
幅
約
一
・
二
セ
ン
チ
、
厚
さ

〇
・
一
三
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
。
竹
簡
背
面
に
は
劃
痕
が
見
ら
れ

る
。『
算
表
』
は
、
二
分
の
一
、
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、

七
、
八
、
九
、
十
、
二
十
、
三
十
、
四
十
、
五
十
、
六
十
、
七

十
、
八
十
、
九
十
の
う
ち
、
二
つ
の
数
字
を
掛
け
合
わ
せ
た
数
字

を
示
す
乗
算
表
で
あ
る
。『
算
表
』
に
よ
っ
て
計
算
で
き
る
数
字

の
最
小
値
は
四
分
の
一
で
あ
り
、
最
大
は
八
千
一
百
で
あ
る
。

『
算
表
』
は
、
十
進
法
が
見
え
る
文
献
の
中
で
最
古
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
里
耶
秦
簡
・
張
家
山
漢
簡
「
九
九
乗
法
表
」
等
の
乗
法

表
と
比
べ
て
も
高
度
な
計
算
機
能
で
あ
り
、
中
国
先
秦
数
学
の
発

展
と
普
及
に
つ
い
て
研
究
す
る
際
、
重
要
な
資
料
を
提
供
す
る
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
釈
文
の
後
に
「《
算
表
》
結
構

示
意
図
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
「
字
形
表
」

「
竹
簡
信
息
表
」
が
、
別
冊
で
『
筮
法
』『
算
表
』
の
全
体
図
を
表

す
「
附
図
」
四
枚
が
そ
れ
ぞ
れ
附
さ
れ
て
い
る
。
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研
究
書
（
中
文
書
）

『
中
国
出
土
文
献
研
究
―
上
博
楚
簡
與
銀
雀
山
漢
簡
』（
湯

浅
邦
弘
著
、
台
湾
・
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
九
月
、

全
一
五
七
頁
、
横
組
繁
体
字
）

　

上
博
楚
簡
・
銀
雀
山
漢
簡
に
関
す
る
研
究
書
。「
上
博
楚
簡
儒

家
系
統
文
献
研
究
」「
上
博
楚
簡
楚
王
故
事
文
献
研
究
」「
銀
雀
山

漢
墓
竹
簡
研
究
」
の
三
部
構
成
で
あ
り
、
他
「
日
本
的
中
国
出
土

文
献
研
究
現
状
及
課
題
」
を
附
す
。

　
「
上
博
楚
簡
儒
家
系
統
文
獻
研
究
」
で
は
、
上
博
楚
簡
の
中
で

も
儒
家
と
の
関
わ
り
が
深
い
文
献
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。
第

一
章
で
は
、『
三
徳
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
全
体
構
造
・
文
献
的

性
格
を
明
ら
か
に
し
た
後
、
第
二
章
に
お
い
て
、
主
に
『
三
徳
』

に
見
え
る
天
人
相
関
思
想
に
注
目
し
、
検
討
す
る
。
第
三
章
で

は
、『
季
康
子
問
於
孔
子
』『
君
子
爲
禮
』『
弟
子
問
』
の
主
題
で

あ
る
「
君
子
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
四
章
で
は
、

『
顔
淵
問
於
孔
子
』
を
取
り
上
げ
、
文
献
中
に
見
え
る
思
想
と

『
論
語
』
等
の
儒
家
系
伝
世
文
献
に
見
え
る
思
想
を
比
較
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
、
先
秦
の
儒
家
系
文
献
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

　
「
上
博
楚
簡
楚
王
故
事
文
献
研
究
」
で
は
、
上
博
楚
簡
の
中
で

も
楚
王
に
関
す
る
故
事
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。
第
五
章
で
は

『
荘
王
既
成
』、
第
六
章
で
は
『
平
王
與
王
子
木
』、
第
七
章
で
は

『
平
王
問
鄭
寿
』、
第
八
章
で
は
『
君
人
者
何
必
安
哉
』
を
そ
れ
ぞ

れ
取
り
上
げ
、
基
礎
的
な
分
析
を
行
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
文

献
が
、
楚
国
に
お
け
る
太
子
教
育
の
た
め
の
教
戒
書
で
あ
っ
た
可

能
性
を
指
摘
す
る
。

　
「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
研
究
」
で
は
、
銀
雀
山
漢
簡
「
論
政
論
兵

之
類
」
五
十
篇
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。
第
九
章
で
は
、「
論

政
論
兵
之
類
」
の
中
で
も
、
篇
題
木
牘
に
記
さ
れ
て
い
る
十
二
篇

を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
体
系
性
・
成
立
時
期
・
思
想
的
特
質
を

考
察
す
る
。
第
十
章
で
は
、「
論
政
論
兵
之
類
」
の
一
篇
で
あ
る

「
起
師
」
を
取
り
上
げ
、
特
に
興
軍
の
時
節
と
い
う
問
題
に
注
目

し
、『
孫
子
』
等
に
見
え
る
関
連
記
述
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
起
師
」
の
特
色
・
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
十
一
章

で
は
、「
論
政
論
兵
之
類
」
の
一
篇
で
あ
る
「
将
義
」
を
取
り
上

げ
、
特
に
そ
の
将
軍
論
に
注
目
し
、『
孫
子
』
等
の
関
連
記
述
と

比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
将
義
」
の
特
色
を
明
ら
か
に
す

る
。

　

本
書
は
、
新
出
土
文
献
の
う
ち
、
儒
家
系
文
献
・
兵
家
系
文
献

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
儒
家
・
兵
家
の
研
究
に
新
た
な
視
点

を
提
供
し
た
点
と
、
楚
王
故
事
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
僅
か
に
『
国
語
』『
左
伝
』
に
伝
わ
っ
て
い
た
春
秋
時
代
の
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王
者
の
故
事
に
つ
い
て
、
よ
り
明
ら
か
に
し
た
点
に
特
色
が
あ

る
。

『
清
華
簡
研
究
』
第
一
輯
（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護

中
心
編
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
、
三
九
二
頁
、
横
組

繁
体
字
）

　

二
〇
一
一
年
六
月
二
十
七
～
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「《
清

華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）》
国
際
学
術
研
討
会
」
の
後
に
出
版

さ
れ
た
論
文
集
。

　

論
文
は
、邢
文
「
試
釈
清
華
簡
《
尹
至
》
的
〝
一
勿
遺
〟」［
美
］

柯
鶴
立
「
清
華
簡
《
保
訓
》
中
的
〝
訓
〟
及
古
代
伝
播
〝
訓
〟
的

方
式
」〔
日
〕
浅
野
裕
一
「
清
華
簡
《
楚
居
》
初
探
」
李
零
「
読

清
華
簡
筆
記
：
禼
与
竊
」
李
鋭
「
由
近
年
出
土
文
献
論
《
尚
書

序
》
的
有
関
問
題
」
等
、
計
四
十
四
本
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
本
書
の
巻
末
に
は
、
研
討
会
の
様
子
を
記
し
た
、
袁
金
平

「《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）》
国
際
学
術
研
討
会
紀
要
」
孫

飛
燕
「《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）》
国
際
学
術
研
討
会
綜

述
」
と
、
研
討
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「《
清
華
大
学
蔵
戦
国

竹
簡
（
壹
）》
国
際
学
術
研
討
会
会
議
日
程
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。

『
初
識
清
華
簡
』（
李
学
勤
著
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
三
年
六

月
、
二
一
〇
頁
、
横
組
繁
体
字
）

　

著
者
に
よ
る
清
華
簡
研
究
の
成
果
を
収
載
し
た
書
。
全
三
十
六

篇
。
各
篇
は
お
お
よ
そ
発
表
し
た
順
序
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

収
録
さ
れ
て
い
る
論
考
の
う
ち
、『
保
訓
』
に
関
す
る
も
の
が

四
篇
、『
耆
夜
』
に
関
す
る
も
の
が
二
篇
、『
祭
公
之
顧
命
』
に
関

す
る
も
の
が
一
篇
、『
金
縢
』
に
関
す
る
も
の
が
二
篇
、『
楚
居
』

に
関
す
る
も
の
が
二
篇
、『
繋
年
』
に
関
す
る
も
の
が
十
篇
、『
説

命
』
に
関
す
る
も
の
が
一
篇
、『
周
公
之
琴
舞
』
に
関
す
る
も
の

が
三
篇
、『
算
表
』
に
関
す
る
も
の
が
一
篇
で
あ
り
、『
繋
年
』
に

最
も
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、「
清
華
簡
九
篇
綜
述
」「
清
華
簡
與
《
尚
書
》、《
逸
周

書
》
的
研
究
」
等
、
包
括
的
な
視
点
で
論
じ
ら
れ
た
も
の
が
五

篇
、
竹
簡
整
理
に
関
す
る
報
告
類
が
二
篇
、
そ
の
他
三
篇
で
本
書

は
構
成
さ
れ
る
。

　

本
書
の
特
徴
と
し
て
、
竹
簡
整
理
に
関
す
る
報
告
が
収
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
著
者
は
、
清
華
簡
の
整
理
・
編
集

を
行
う
「
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
」
の
セ
ン
タ
ー
長
で
あ

り
、
清
華
簡
を
入
手
し
て
か
ら
図
版
を
出
版
す
る
ま
で
の
、
詳
細

な
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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研
究
書
（
和
書
）

『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想（
三
）―
上
博
楚
簡
研
究
―
』

（
浅
野
裕
一
編
、
汲
古
選
書
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
四
一
二
頁
、

縦
組
和
文
）

　

上
博
楚
簡
に
関
す
る
研
究
書
。「
戦
国
楚
簡
研
究
会
」
の
共
同

研
究
の
成
果
で
あ
る
。
著
者
は
、
浅
野
裕
一
氏
、
湯
浅
邦
弘
氏
、

福
田
哲
之
氏
、
福
田
一
也
氏
、
草
野
友
子
氏
の
計
五
名
で
あ
る
。

全
十
二
章
、
附
篇
一
篇
で
構
成
さ
れ
る
。

　

第
一
章
「
上
博
楚
簡
『
柬
大
王
泊
旱
』
の
災
異
思
想
」
で
は
、

『
柬
大
王
泊
旱
』
に
見
え
る
災
異
思
想
に
注
目
し
、
地
域
性
を
踏

ま
え
つ
つ
、
そ
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
は
、『
凡
物
流
形
』
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
第
二
章
で
「
上
博
楚
簡
『
凡
物
流
形
』
の
全
体
構
成
」
で

『
凡
物
流
形
』
を
釈
読
し
、『
凡
物
流
形
』
は
《
問
物
》
と
《
識

一
》
の
二
つ
の
文
献
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
第
三
章

「
苗
族
創
世
歌
と
上
博
楚
簡
『
凡
物
流
形
』《
問
物
》
︱
『
楚
辞
』

天
問
の
淵
源
︱
」
で
、『
凡
物
流
形
』《
問
物
》
部
分
を
取
り
上

げ
、
体
裁
・
内
容
が
類
似
す
る
苗
族
創
世
歌
と
『
楚
辞
』
天
問
を

そ
れ
ぞ
れ
比
較
検
討
を
行
う
。
そ
し
て
、《
問
物
》
の
成
立
年
代

は
、
苗
族
創
世
歌
と
『
楚
辞
』
天
問
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
第
四
章
「
上
博
楚
簡
『
凡
物
流
形
』《
識
一
》
の
道
家

思
想
」
で
は
、『
凡
物
流
形
』《
識
一
》
部
分
を
取
り
上
げ
、《
識

一
》
に
み
え
る
宇
宙
生
成
論
・
唯
心
主
義
的
傾
向
に
つ
い
て
、
他

文
献
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
ま
た
、《
識
一
》
が
『
老
子
』

よ
り
成
立
が
先
行
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

第
五
章
か
ら
第
七
章
で
は
、
上
博
楚
簡
に
含
ま
れ
る
楚
王
故
事

を
取
り
上
げ
る
。
第
五
章
「
教
戒
書
と
し
て
の
『
君
人
者
何
必
安

哉
』」
で
は
、『
君
人
者
何
必
安
哉
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
思
想
的

特
質
と
楚
王
故
事
と
し
て
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
六
章

「
別
筆
と
課
題
︱
『
上
博
（
六
）』
所
収
楚
王
故
事
四
章
の
編
成

︱
」
で
は
、『
荘
王
既
成　

申
公
臣
霊
王
』『
平
王
問
鄭
寿
』『
平

王
与
王
子
木
』
の
編
聯
問
題
に
つ
い
て
、
竹
簡
形
制
お
よ
び
字
体

と
い
う
観
点
か
ら
検
証
す
る
。
第
七
章
「
上
海
博
物
簡
蔵
戦
国
楚

竹
書
の
特
異
性
︱
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
乙
本
・
甲
本
）』
を
中

心
に
︱
」
で
は
、『
君
人
者
何
必
安
哉
』
の
甲
本
・
乙
本
の
字
体

に
注
目
し
、
甲
乙
両
本
が
、
同
一
の
親
本
に
も
と
づ
く
「
習
字

簡
」
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

第
八
章
「『
大
戴
礼
記
』
武
王
践
阼
篇
の
成
立
︱
上
博
楚
簡

『
武
王
践
阼
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
︱
」
で
は
、
上
博
楚
簡
『
武

王
践
阼
』
甲
本
・
乙
本
を
手
が
か
り
に
、
現
在
通
行
す
る
『
大
戴

礼
記
』
武
王
践
阼
篇
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

第
九
章
お
よ
び
第
十
章
で
は
、
再
び
上
博
楚
簡
に
含
ま
れ
る
楚
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王
故
事
を
取
り
上
げ
る
。
第
九
章
「
中
国
古
代
に
お
け
る
王
の
呼

称
︱
上
博
楚
簡
『
鄭
子
家
喪
』
を
中
心
と
し
て
︱
」
で
は
、
楚
王

故
事
の
中
で
、「
王
」
と
「
君
王
」
の
呼
称
が
同
時
に
見
え
る
こ

と
に
注
目
し
、
両
者
が
意
図
的
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
す
る
。
第
十
章
「
上
博
楚
簡
『
申
公
臣
霊
王
』
の
全
体
構

造
」
で
は
、『
申
公
臣
霊
王
』
を
取
り
上
げ
、『
左
伝
』
と
対
照
し

な
が
ら
、
そ
の
全
体
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
十
一
章
「
儒
家
に
よ
る
『
易
』
の
経
典
化
」
で
は
、
新
出
土

文
献
に
み
え
る
『
易
』
関
連
の
記
述
お
よ
び
、
馬
王
堆
帛
書
『
周

易
』・
上
博
楚
簡
『
周
易
』
を
踏
ま
え
、『
易
』
の
成
立
が
、
秦
初

以
前
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
『
易
』
の
経
典
化
が
、

儒
家
の
中
で
も
『
易
』
を
信
奉
す
る
一
派
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
十
二
章
「
新
出
土
文
献
と
思
想
史
の
書
き
換
え
︱
日
本
に
お

け
る
先
秦
思
想
史
研
究
︱
」
で
は
、
先
秦
思
想
史
研
究
に
お
い

て
、
新
出
土
文
献
が
も
た
ら
す
影
響
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
総
括

的
に
述
べ
る
。
ま
た
、
新
出
土
文
献
の
日
本
に
お
け
る
研
究
状
況

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

附
篇
「
楚
墓
郭
室
材
に
対
す
る
炭
素
14
年
代
測
定
結
果
の
紹

介
」
で
は
、
新
出
土
資
料
の
成
立
年
代
を
推
測
す
る
上
で
有
力
な

て
が
か
り
と
な
る
炭
素
14
年
代
測
定
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
。

　

本
書
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
上
博
楚
簡
第
七
分
冊
収
録
の
文

献
を
い
ち
早
く
取
り
上
げ
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
い
る
点
に
特

色
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
新
出
土
資
文
献
研
究
の
状
況
を
紹
介

し
て
お
り
、
先
秦
思
想
史
と
新
出
土
文
献
を
概
観
す
る
際
に
有
用

で
あ
る
。

『
出
土
文
献
か
ら
見
た
古
史
と
儒
家
経
典
』（
浅
野
裕
一
・

小
沢
賢
二
著
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
八
月
、
四
六
八
頁
、
縦

組
和
文
（
第
九
章
・
第
十
章
・
第
十
一
章
の
み
横
組
和
文
））

　

出
土
資
料
を
用
い
て
、
古
代
史
書
・
儒
家
経
典
に
つ
い
て
再
考

し
た
書
。
全
十
一
章
で
構
成
さ
れ
る
。
第
一
章
か
ら
第
七
章
ま
で

は
浅
野
裕
一
氏
、
第
八
章
か
ら
第
十
一
章
ま
で
は
小
沢
賢
二
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
執
筆
を
担
当
し
て
い
る
。

　

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
は
、
出
土
資
料
中
の
史
書
と
し
て
の

性
格
を
持
つ
文
献
を
取
り
上
げ
考
察
す
る
。
第
一
章
「
清
華
簡

『
楚
居
』
初
探
」
で
は
、『
楚
居
』
を
取
り
上
げ
、
楚
の
始
祖
と
殷

王
・
盤
庚
と
の
婚
姻
関
係
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
楚
人
が
自

身
を
「
楚
人
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
等
、『
楚
居
』
が
も
た
ら
す

新
知
見
を
五
つ
紹
介
す
る
。
第
二
章
「
上
博
楚
簡
『
王
居
』
の
復

原
と
解
釈
」
で
は
、『
王
居
』
を
取
り
上
げ
、『
王
居
』
に
登
場
す

る
楚
王
が
恵
王
で
あ
る
こ
と
や
、『
王
居
』
の
著
述
意
図
を
明
ら
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か
に
す
る
。
第
三
章
「
史
書
と
し
て
の
清
華
簡
『
繋
年
』
の
性

格
」
で
は
、『
繋
年
』
を
取
り
上
げ
、『
繋
年
』
が
先
行
す
る
史
書

か
ら
材
料
を
選
別
・
抽
出
し
て
主
題
別
に
編
集
し
、
そ
れ
を
時
代

順
に
配
列
し
た
史
書
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
す
。

　

第
四
章
か
ら
第
七
章
で
は
、
思
想
史
的
な
観
点
か
ら
、
出
土
資

料
に
よ
っ
て
得
た
知
見
を
活
用
し
つ
つ
、
儒
家
経
典
に
つ
い
て
再

考
す
る
。
第
四
章
「『
大
学
』
の
著
作
意
図
︱
「
大
学
之
道
」
再

考
︱
」
で
は
、『
大
学
』
の
著
作
意
図
は
、
孔
子
が
「
素
王
」
で

あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
五

章
「
孔
子
の
弁
明
︱
帛
書
易
伝
「
要
」
篇
の
意
図
︱
」
で
は
、
帛

書
易
伝
「
要
」
篇
を
検
討
し
、「
要
」
篇
の
著
作
意
図
は
、『
易
』

経
典
化
に
反
対
す
る
勢
力
の
批
判
を
封
じ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
推

測
す
る
。
第
六
章
「
五
十
歳
の
孔
子
︱
「
知
天
命
」
と
「
格
物
致

知
」
︱
」
で
は
、『
論
語
』
為
政
篇
に
み
え
る
「
五
十
而
知
天
命
」

は
、
孔
子
の
願
望
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
自
己
救
済
の
た
め

「
天
」
を
語
っ
た
記
述
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
七

章
「
論
『
論
語
』」
で
は
、『
論
語
』
の
「
論
」
と
は
、
元
々
「
侖
」

（
竹
簡
を
集
め
て
き
て
順
序
立
て
て
編
集
す
る
）
と
い
う
意
味
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
八
章
か
ら
第
十
一
章
で
は
、
天
文
・
暦
法
・
音
韻
学
・
書
誌

学
・
古
文
書
学
等
、
様
々
な
観
点
か
ら
、
出
土
資
料
に
よ
っ
て
得

た
知
見
を
活
用
し
つ
つ
、
古
代
史
書
・
儒
家
経
典
に
つ
い
て
再
考

す
る
。
第
八
章
「
清
華
簡
『
尚
書
』
文
体
考
」
で
は
、
今
文
『
尚

書
』
に
見
え
る
特
殊
な
成
語
・
定
型
句
等
を
手
が
か
り
に
、
主
に

文
体
と
い
う
観
点
か
ら
清
華
簡
『
尹
至
』『
保
訓
』『
金
縢
』
を
分

析
す
る
。
第
九
章
「
中
国
古
代
に
お
け
る
文
書
の
成
立
と
『
尚

書
』
の
位
置
」
で
は
、
金
文
資
料
を
用
い
て
、
西
周
時
代
に
お
け

る
文
書
形
式
の
変
遷
と
正
書
法
の
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
十
章
「
中
国
古
代
に
お
け
る
編
年
史
料
の
系
譜
」
で
は
、
清
華

簡
『
繋
年
』
に
加
え
、『
古
本
竹
書
紀
年
』『
春
秋
』『
左
伝
』
を
、

天
文
暦
法
・
音
韻
学
・
文
書
学
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
。
第
十
一

章
「
カ
ー
ル
グ
レ
ン
『
左
伝
真
偽
考
』
へ
の
軌
跡
」
で
は
、
カ
ー

ル
グ
レ
ン
の
主
張
し
た
「
原
始
漢
語
＝
屈
折
語
（
語
形
が
変
化
す

る
言
語
）」
説
に
つ
い
て
、
言
語
学
の
視
点
か
ら
批
判
を
行
う
。

ま
た
、
清
華
簡
等
の
出
土
資
料
を
踏
ま
え
、
原
始
漢
語
に
お
け
る

人
称
代
名
詞
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

本
書
は
、
思
想
史
だ
け
で
な
く
、
天
文
・
暦
法
・
音
韻
学
・
書

誌
学
・
古
文
書
学
等
、
様
々
な
観
点
か
ら
、
古
代
史
書
と
儒
家
経

典
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
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